
2022年度『分子生物学』最終週アンケートの結果のまとめ  

 

 



 

 
 
  



 

 

 
  



＊ 概ね好評価でしたが，回答者数が少なかったので解釈は難しいですね。 
＊ 授業の到達⽬標を（⼀つでもいいので）達成できたと考えている受講⽣が多かったのは

うれしいです。 
＊ 予習復習の時間は第 5 週アンケートと同じような結果でした。 
＊ ポイント稼ぎのような質問があるという指摘は第 5 週アンケートでも⾒られました。そ

のとき，⼤した勉強もせずにポイントだけ稼いでも試験でいい点数は取れない…と書き
ましたよね。期末試験が終わって振り返ってみると，やっぱりそういう結果に（傾向と
して）なっていましたよ。 

＊ （期末試験や宿題で）記述式を望む回答は第 5 週アンケートでも出てきました。そのと
きに書きましたが，私⾃⾝も記述式問題を作って，⼀⼈ひとりの解答にコメントやアド
バイスを返したいです。でも，70 ⼈以上が受講しているこの授業で Moodle の記述式問
題にコメントをするのは時間的にも体⼒的にも難しいです。対⾯での授業や期末試験が
できるようになったら記述式問題中⼼にします。 

＊ ⼝頭での質問もさせたらどうかという意⾒は，次年度に試してみたいと思います（質問
が出てくるといいけど…）。 

＊ ⾳声付きの PowerPoint ファイルは，スライドショーにすれば，スライドを切り替えるの
と同時に⾳声が⾃動再⽣されるように設定してありました。ダウンロードはしてくださ
いよ（笑）。対⾯授業では早送りなんてしませんよね？ ⼤事な情報を⽂字にするのも，
ある程度は⼤事かと思います。ただしもしそれが「受講⽣が楽をする」ためならば，そ
れは逆効果です。⾳声情報をノートにまとめる場合，⼀⾔⼀句を書き写せませんから，
どこが⼤事なのか受講⽣⾃⾝が頭の中で要点を整理して書くという作業をします。頭が
フル回転します。それで，書き終わったときには（後で⾒返さなくてもいいくらいに）
頭に定着するわけです。苦労して勉強するから⾝につくのですよ。 

＊ フォーラムでのディスカッションも同様で，調べることも，それを読むことも勉強です。
そして誰かの書込みを読んで終わるのではなく，「他⼈の解釈が⼊ってきちんと伝わらな
い」部分を，⾃分で調べて補⾜するのです。私が解釈をして「ふ〜ん」と納得しても，
そんなの翌⽇には忘れてしまいます。 

 


